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　裸地化した山地に激しい雨が降ると大量の水が一気に地表を流
下し、洪水や土砂崩壊等をもたらすことがありますが、森林のあ
る山地では、雨は枝葉で受け止められ直接地表を激しく叩くこと
が少なくなり、土壌侵食・流亡を防ぐとともに、幹や根を伝わって
少しずつ地中へと浸透していくので洪水も抑制されるようになりま
す。また、森林の土壌は水を貯留する能力に優れ、土壌中に溜
めた水をゆっくりと時間をかけて浄化しながら下流に供給していき
ます。こうした森林の機能は、人々の安全・快適な生活に不可欠
ですが、特に短時間に大量の雨が激しく降るような雨季と、数カ
月以上一滴の雨も降らないような乾季のある国・地域では、年間
を通じた安定的な水の確保のために大変重要です。
　ここで紹介するサデ村は年降雨量が650mm程度のミャンマー
の半乾燥地にある村ですが、幸いなことに自然にできた溜池があ
って、その水は村周辺の10以上の部落の生活用水に利用され
ています。
　ところが年間を通じて干上がるこ
とがなかったという池が、池周辺の
森林伐採・裸地の拡大に伴って年々
貯水量が減少し、ついには乾季の
後半頃には干上がって水の確保が
困難となる問題が顕在化するように

なりました。このため（公財）国際緑化推進センターに、池の集水域
100 ha の植林協力の要請がなされ、同センターは2004～
2006 年にビルマチーク、ネムノキ、カシアシアメア等の地元在
来樹種や成長の速いユーカリ等を植えました。
　植林対象地はすっかり表土が流亡した植林のむずかしい土地で
したが、貯水量の回復を願う村人達の熱心な取り組みが功を奏し、
3年後にはかなり緑が目立つようになり、同時に池の貯水量も増
え始め、乾季の水枯れがなくなってきました。100 haの植林に
よる水源涵養機能のあまりにも速い発現に驚いたものですが、村
人たちはこの植林のために私財を提供した篤林家梅田登さんに敬
意を表し、今もこの池を「梅田の池」とよんで植林地を大切に管
理しています。

前（公益財団法人）国際緑化推進センター専務理事　林　久晴

ネイチャー

ウォッチ
【東南アジア編】

とびらの言葉

――あなたこそ主治医――

　自分のことは自分が一番よく知っている、自分を知っているのは、自分以外にはな
い筈です。
　健康もそうで、健康は私たちの生活そのものによって創られるのです。私たちの健
康はお医者さんが創るのでも、薬剤師さんが創るのでもありません。あなたの健康は、
あなたの生活、あなた自身が創るよりほかありません。すなわち、あなたの主治医は
あなた自身であります。あなたの主治医としてのあなたと共に、健康のことを考え、
健康を創る資料を提供するために生れたのが本誌です。その意味で、いささかでもあ
なたのパイロットの役をつとめることができれば幸せです。

（昭和 36 年創刊時の言葉より）
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